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という概念が実は多様な意義をもつものである。」 〔Ders., Die protestantische Ethik
und der Geist des Kapitalismus (1904-1905、改訂1919-1920), in, Gesammelte
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は4)本稿におけるウェ-バー「経済社会学」は、 WuG, I.Tei1 2.Kapitel, Soziologische













す」 (「概」 s.13, 42頁)。 「社会的関係というのは、偏えに、意味の明らかを方











° ° ° °





























としての経済学の成立の源泉の一つになった」 (「概」 s.15、 48頁)。みられるよ
うに、経済行為がつくりだす秩序は、 「効力を持つと信じられた規範に従ったた
めでもなく」、したがって内的な保障にも外的な保障にも依らないで?'「規則性



































に妨げられることなく自由に事実上使用Gebrauch Lうる」 (「経」 s.36, 313頁)
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ことであり、 「営利経済でない経済組織の場合においても、なんらかの事実上の
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念された意味にしたがい現実に利用される様式」(Weber, ML, WuG. s. 181,前掲厚東訳
490頁)、と。
(13)同様に、 「ゲゼルシャフト関係の最も純粋を類型」 (「概」 s.22, 67頁)として、(1)交換、
(2)目的結社、(3)心情結社があげられる。 (1)については、「市域における、自由な契約による
純粋目的合理的な交換-これは、利害の上で対立し合い、しかも補足し合う人々の現実
的な妥協である」 (「概」 s.22, 67頁)と、交換を利害の妥協という点において規定する。






とに区別される。 (以上、 Weber, M., Ober einige Kategorien der verstehenden








者が尊重してくれると期待する場合に、経済的行為は社会的行為になる」 (「概」 s.ll, 36
頁)0
(lO 「経」 s.36, 312頁。
(17)西部『前掲書j 210頁。














° ° ° ° ° ° ° ° ° ° °
一定の人間集団のそのときどきの財供給が、一定の価値評価の公準〔それがど
° ° ° ° ° ° ° ° ° ° ° °
のような性質のものであれ〕という観点から、そのような公準のもとで観察さ
れて、行なわれているまたは行なわれうる度合いのことをさすものとしよう。

































































































































っているのか」 (「経」 s.65, 374頁)、と。
ウェーバ-は、経済秩序における形式合理性と実質合理性との関連を一般的
には次のように結論づける。 「形式合理性と実質合理性-・-とは、個々の場合に
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ついては経験的に一致する場合も少なくないけれども、原理的には、いかなる































































た『合理腕と呼ばれるべきである」 (「経」 s.45, 331頁)0
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の場合に「形式最大合理性」 (「経」 s.94, 436頁)がえられる。家計の多様な欲求-目的と
は異って、企業活動の成果は、売上-費用-利潤という形で「同一の目標、すなわち収益
性」 (Bader, a.a.0., s.286)において統一的に貨幣表現されうるからである。
(12) Weber, M., Wirtschaftsgeschichte. AbriB der universalen Sozial- und Wirt-





(15) Weber,M., RS.I. s.544, r宗論j 113頁o










負)。 「経営とは、或る種の継続的な目的的射テ為を指」 (「経」 s.28, 85頁)し、企業に限
らず、国家、教会等あらゆる文化領域の「団体」に適用される概念である。
(19) 「経済社会学」第11節s.48-53, 337-348頁、とくにs.50, 342頁をみられたいo
控Ders., RS.I. s.6, 『宗論j 13頁.






極的に展開する〔Ders., Typen der Vergemeinschaftung und vergesellschaftung in





のである」 (「経」 s.78, 405頁)0















(3割Arrow, K. J., The Limits of Organization, 1974, p. 24,村上泰売訳『組織の限界』
1976年、岩波書店、 19頁。
os lbid., p.25,弗訳20頁。
(3刀山之内r前掲書』 289頁。なお、 Parsons, T., Introduction, in, M. Weber, The Theory






























































(「経」 s.58, 358頁)。また実際にも、 「すべての資本主義的企業は、絶えず実物







(「経」 s.55, 352頁)。その理由は、 「質的に等しい財を比較するので射すれば、
° ° ° ° °
数字を用いての一義的な比較、そして主観的な評価をまったく排除した比較を













































































































がうものといったほうがよいであろう」 (「経」 s.41, 323頁)。
(17)技術的代替率にもとづく計算価格とは、「代替物の提供される条件」 (ランゲ『前掲訳書』
72-73頁)という広義の価格、すなわち潜在的価格体系の意味で使われている。雀令村『前
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